
大会中に生じた課題と対応として、
スクリーニング検査キットの不足に
対しては、検査キットのメール発注
の仕組みを作り、反対に過剰配布に
対しては各会場での回収場所の早期
開設および新設等の対応を行うこと
で、検査キットの偏在が起きにくい
ようにしました。
障害をもつアスリート等の移送につ
いては、陽性者の障がいの程度や介
助の必要性の評価を行い、また福祉
車両を有し陽性者搬送可能な交通事
業者を確保して対応しました。
介助を要する陽性者が想定以上に療
養施設に入所するという事態に対し
ては、東京2020 IDCC (感染症対策セ
ンター)内の看護師を療養施設へ再配
置し、設備の追加手配、現場スタッ
フの工夫による環境改善を行いまし
た。

選手村運営にあたっては、選手団へ
の検査、陽性結果が確認された場合
の対応、濃厚接触者への対応等につ
いて、事前に入念な準備をしておく
必要があります。
選手団への検査については、検査セ
ンターを設置してスクリーニング検
査を毎日実施するとともに、選手村
の総合診療所の発熱外来に検査分析
設備を整備し、24時間体制で運営し
て対応しました。
検査の結果、陽性が確認された場合
は、村外の医療機関または宿泊療養
施設への搬送と、陽性者滞在居室の
消毒を実施しました。
また、濃厚接触者については個室へ
の移動及び動線分離、専用車両での
競技会場等への移動、食事は各自の
居室（個室）で喫食、という対応を
取りました。
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限られた時間の中で急ぎ足の説明に
なってしまいましたが、サイトに
アップロードしている資料ではより
細かい情報をご覧いただけます。
また資料だけではわかりにくい部分
がありましたら、是非お気軽にお問
合せいただければと思います。
どうもありがとうございました。
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